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Study on teacher training for special needs education teachers 
 in order to improve expertise:  
Classification of the qualities and abilities of expertise on special needs education teachers.   
 








































調査対象者 2017 年 8−11 月に開催された，「特別支援教育に関する研修会」に参加した 176 名（男
性 55 名，女性 120 名，不明 1 名，平均年齢 42.71 歳，SD = 12.07）に対して調査を行なった。校種は，
小学校 48 名，中学校 27 名，高等学校 2 名，特別支援学校 99 名であった。また職名は，特別支援学級







































表 1 特別支援教育担当教員に求められる専門性に関する各分類と具体的な項目（Ver.1） 


















































 研究 1 で得られた 9 つのカテゴリーについて，その分類の信頼性を確認し，各カテゴリーに属する
項目の内容的妥当性を検討することを目的とした。  
方 法 
  研究目的を知らない大学院生 2 名に，各カテゴリーの特徴と作成した項目を提示し，各項目を分類
してもらった。このうち 1 名は現職教員の院生（現場経験 20 年），もう 1 名は教職採用が内定してい
る院生（現場経験は教育実習のみ）である。  
結果と考察 
事前に研究者が設定した分類と各評定者の分類との κ 係数を算出した結果，評定者 A との一致度は
κ=.53，評定者 B とは κ=.32 いう値となった。Landis & Koch（1977）の一致度に関する基準では，κ=.53
は「中程度の一致」，κ=.32 は「低い一致」であり，いずれも十分一致しているとはいえない。 
研究者と評定者 A のクロス表（表 2），及び研究者と評定者 B のクロス表（表 3）から，一致してい
ない箇所を取り上げて考察する。 













次に，表 3 から，研究者と評定者 B の分類についての不一致について考察する。評定者 A との不一
致と同じ傾向が見られたのが，*5 の研究者が（7）「子どもに向き合う姿勢」，評価者 B が（6）「指導・
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表 2 研究者と評定者 A の分類クロス表 
注 1）分類の内容については，表 1 を参照 
注 2）研究者と評価者の分類が一致しているところには網掛けした 
注 3）*1～*4 は，不一致が多く考察を行ったところ 
 
 
表 3 研究者と評定者 B の分類クロス表 
注 1）分類の内容については，表 1 を参照 
注 2）研究者と評価者の分類が一致しているところには網掛けした 
注 3）*5～*8 は，不一致が多く考察を行ったところ 
 
 










  （1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） 合計 
（1） 2 0 0 0 0 0 0 0 1 3 
（2） 1 3 0 0 0 0 0 0 0 4 
（3） 0 0 4 0 0 0 0 0 0 4 
（4） 1 3 0 7 0 0 0 0 1 12 
（5） 0 0 0 0 3 1 0 0 0 4 
（6） 0 1 6*1 0 3 8 1 0 1 20 
（7） 0 0 1 0 0 4*2 17 3*3 0 25 
（8） 0 0 0 0 0 2 0 4 1 7 
（9） 0 0 0 0 0 1 0 3*4 3 7 
合計 4 7 11 7 6 16 18 10 7 86 
 










  （1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） 合計 
（1） 1 2 0 0 0 0 0 0 0 3 
（2） 1 3 0 0 0 0 0 0 0 4 
（3） 0 1 3 0 0 0 0 0 0 4 
（4） 0 1 1 5 0 2 1 2 0 12 
（5） 0 0 0 1 2 0 1 0 0 4 
（6） 0 2*8 2*8 1 3*8 9 3*8 0 0 20 
（7） 0 0 1 1 1 5*5 8 9*6 0 25 
（8） 0 0 0 0 0 2 0 1 4*7 7 
（9） 0 0 0 0 1 0 0 2 4 7 
合計 2 9 7 8 7 18 13 14 8 86 
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同じだと思われるが，この傾向が評定者 A よりもより顕著であった。*7 は，研究者が（8）「関係構築
力」と分類し，評価者 B が（9）「校内・外の連携やコーディネート力」と分類した項目である。評価




































テゴリーに分類した（表 4）。全項目は 86 から 69 となった。 
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表 4 特別支援教育担当教員に求められる専門性に関する各分類と具体的な項目（Ver.2） 




























































 研究 2-1 で新たに作成した 9 つのカテゴリーについて，その分類の信頼性を確認し，各カテゴリー
に属する項目の内容的妥当性を検討することを目的とした。  
方 法 
  研究目的を知らない大学院生 3 名に，各カテゴリーの特徴と作成した項目を提示し，各項目を分類
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してもらった。なお，研究 2-1 とは異なる大学院生に評定を求めた。このうち 1 名は現職教員の院生
（現場経験 25 年），あとの 2 名は教職採用が内定している院生（現場経験は教育実習のみ）である。  
結果と考察 
事前に研究者が設定した分類と各評定者の分類との κ 係数を算出した結果，評定者 C との一致度は
κ=.65，評定者 D とは κ=.61，評定者 E とは κ=.72 の値を示した。κ 係数は.61 以上であれば「高い一致」















表 5 研究者と評定者 C の分類クロス表 
注 1）分類の内容については，表 4 を参照 
注 2）研究者と評価者の分類が一致しているところには網掛けした 














  (1)-2 (2)-2 (3)-2 (4)-2 (5)-2 (6)-2 (7)-2 (8)-2 (9)-2 合計 
(1)-2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 
(2)-2 0 3 1 0 0 0 0 0 0 4 
(3)-2 0 0 5 0 1 0 0 0 1 7 
(4)-2 0 0 0 6 0 1 1 1 0 9 
(5)-2 0 0 0 0 3 0 0 0 1 4 
(6)-2 0 0 2 0 1 5 1 4*9 0 13 
(7)-2 0 0 0 0 0 0 5 5*10 0 10 
(8)-2 0 0 0 0 0 0 0 8 0 8 
(9)-2 0 0 0 0 0 0 0 1 10 11 
合計 3 3 8 6 5 6 7 19 12 69 
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表 6 研究者と評定者 D の分類クロス表 
注 1）分類の内容については，表 4 を参照 
注 2）研究者と評価者の分類が一致しているところには網掛けした 
注 3）*9～*11 は，不一致が多く考察を行ったところ 
 
 
表 7 研究者と評定者 E の分類クロス表 
注 1）分類の内容については，表 4 を参照 
注 2）研究者と評価者の分類が一致しているところには網掛けした 
注 3）*9，*12 は，不一致が多く考察を行ったところ 
 
 










  (1)-2 (2)-2 (3)-2 (4)-2 (5)-2 (6)-2 (7)-2 (8)-2 (9)-2 合計 
(1)-2 2 1 0 0 0 0 0 0 0 3 
(2)-2 0 4 0 0 0 0 0 0 0 4 
(3)-2 0 3 4 0 0 0 0 0 0 7 
(4)-2 0 0 0 7 0 0 2 0 0 9 
(5)-2 0 0 1 0 2 0 0 0 1 4 
(6)-2 0 1 0 1 1 6 1 3*9 0 13 
(7)-2 0 0 0 0 0 1 6 3*10 0 10 
(8)-2 0 0 0 0 0 0 2 6 0 8 
(9)-2 0 0 0 0 0 0 0 3*11 8 11 
合計 2 9 5 8 3 7 11 15 9 69 
 










  (1)-2 (2)-2 (3)-2 (4)-2 (5)-2 (6)-2 (7)-2 (8)-2 (9)-2 合計 
(1)-2 3 0 0 0 0 0 0 0 0 3 
(2)-2 0 4 0 0 0 0 0 0 0 4 
(3)-2 1 0 3 0 0 1 0 1 1 7 
(4)-2 0 0 0 7 0 0 1 0 1 9 
(5)-2 0 0 0 0 4 0 0 0 0 4 
(6)-2 0 0 0 1 0 6 2 4*9 0 13 
(7)-2 0 0 0 0 0 0 9 1 0 10 
(8)-2 0 0 0 0 0 0 3*12 5 0 8 
(9)-2 0 0 0 0 0 0 0 0 11 11 
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